
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロジェクト－１ 

 
 
 



全球 NDVIの降水量、気温、放射量の経年変化に対するレスポンス 
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CEReS平成19年度共同利用研究発表会 (2008年2月28日)

Nemani et al. (2003)は植生のデータは使用せず，気象データのみを使用，それぞれ
をスケーリングすることによって植生への影響力を推定している．
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植生指数(NDVI)データ

Twenty-year global 4-minute AVHRR NDVI dataset 
(provided by CEReS)

このデータはPathfinder AVHRR Land (PAL) global 10-day 
composite 8 km NDVI dataを編集して作成された．PALの10-
dailyデータより各月について最大NDVIを選んで月別値としてい
る．

CEReS平成19年度共同利用研究発表会 (2008年2月28日)

CEReSのデータに基づく暖候季5か月における平均NDVI
(1986 ～1995年)の分布
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気象データ

10年間(1986～1995年)の気温，降水量，PARの月別値を International 

Satellite Land Surface Climatology Project Initiative II (ISLSCP

Initiative-II)のデータセットから得た．

気温と降水量：

CRU (Climate Research Unit, University of East Anglia)によって作成

された，全球1 x 1度グリッドにおける月別値．

光合成有効放射量(PAR： 0.4～0.7μm):

ISCCP (International Satellite Cloud Project)によって作成された，全

球1 x 1度における月別値．



 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CEReS平成19年度共同利用研究発表会 (2008年2月28日)

暖候季5か月における平均気温(1986 ～1995年)の分布

CEReS平成19年度共同利用研究発表会 (2008年2月28日)

暖候季5か月における平均降水量(1986 ～1995年)の分布

CEReS平成19年度共同利用研究発表会 (2008年2月28日)

暖候季5か月における平均PAR (1986 ～1995年)の分布

CEReS平成19年度共同利用研究発表会 (2008年2月28日)

解析の方法

1986～1995(10年間)において，以下のパラメータ間の経年変化の相
関係数を全球陸上の各2x2度グリッドで計算した．

NDVI vs. 気温
NDVI vs. 降水量
NDVI vs. 光合成有効放射量(PAR)

もともと1x1度グリッドである値を2x2度にしたのは，相関係数の計算のた
めのサンプル数を40個(10年x4グリッドセル)にして有意水準を上げるた
め．すべてのパラメータは暖候季の5か月間(北半球では4～8月，南半球
では10～2月)の平均を使用した．
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上： 気温とNDVIとの相関係数の分布．中：
降水量とNDVIとの相関係数の分布．下：
PARとNDVIとの相関係数の分布．

CEReS平成19年度共同利用研究発表会 (2008年2月28日)

1986～1995年における気温とNDVI(マゼンタスケール)，降水量とNDVI(シアン
スケール)，PARとNDVI(黄色スケール)との経年変化の相関係数(正の部分のみ)
の分布．黒い部分は計算の対象外であることを意味する．白色はすべての組み
合わせに関して相関が無かったことを意味する．



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

CEReS平成19年度共同利用研究発表会 (2008年2月28日)

相関係数の分布とOlsonによる土地被覆分類との比較．
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Nemani et al. (2003)による結果と
の比較．Nemani et al. (2003)は植
生のデータは使用せず，気象データの
みを使用，それぞれをスケーリングする
ことによって植生への影響力を推定し
ている．
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まとめ

1986～1995年における全球のNDVIと気温，NDVIと降水量， NDVIと
PAR との経年変化の共変動性を調べた．

ツンドラや亜寒帯林ではNDVIと気温との共変動性が強いことがわかっ
た．その他の地域では，一般にNDVIと降水量との共変動性が強いこと
がわかった．

ユーラシアや北アメリカ中緯度のいくつかの地域，南米のサバンナ，中
国南部，オーストラリアでNDVIとPARとの強い共変動性が認められた．
こういった地域は概して雲量が大きな地域にあたる．

Nemani et al．(2003)の結果ともおおよそ一致していた．

以上の結果からは，植生に対する気候因子の影響力に対する基本的
な関係を理解することができる．

しかし，オーストラリアでNDVIとPARとの相関係数が大きいなど，不自
然な点もあり，今後解決されることが望まれる．
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Map of weighted climatic controls on net primary productivity determined from water 
availability, average temperature, and cloudiness. Each data point represents 3 
values of the membership functions based on annual mean temperature, water 
balance coefficient, and percentage of sunshine hours per year in one 0.5 x 0.5 
degree grid cell. After Churkina and Running (1998)
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NDVIの温量指数に対する傾き(赤)と湿潤指数に対する傾き
(青)の分布．赤の地域の植生は温量，青の地域の植生は降
水量に依存していることを意味する．(Suzuki et al., 2006)

左図： 10年(1986～1995)
平均の全球1度グリッド上の
NDVI，温量指数，湿潤指数との
関係．
右図：差図から計算されたNDVI
の温量指数に対する傾き(赤)
と湿潤指数に対する傾き(青) 
(Suzuki et al., 2006より)

過去の研究
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Red: Temperature dominant, 
Blue: Aridity dominant, 
Green: Both parameters dominant

1982～2000年(19年間)における
植生指数と気温(T)，植生指数と降
水量(P)との間の経年変化の相関係
数．(a) PALの植生指数を使用，(b) 
GIMMSの植生指数を使用．(Suzuki 
et al. 2007より)
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